
高２G  第3講の補足

回 2変数 の 独立 と 従属 3 - 2 ( 2 )

x . Y が xty = 1 や + 4のような関係式を満 たすとき、 ( 方法DS を 関数で表す
xCory ) の 値 を 決 めると 、 YCorx ) の 値 がそれに 従って 定 まる

。

(方法 2 ) 図形的 に 考察
このようなつか Y を

「従属 2変数」とようぶことにする 。

c
(下 )

また 、 か Y がミ x ミ3 、 2 ミ 4 のような 関係式を 満 たすとき、 y

$
2 S = Bxysin 30= 形 x は

xは Y の 値 に 関わらず 、 ミ x ミ 3 の 範囲 の値 をとり 、

A ) 300
B

Y は 7C の 値 に関わらず 、 2 終4 の 範囲 の 値 を E る
。

x

このような xY を 「
独立 2変数」 とよぶことにする 。

xY はある 一定値以下、 つまり 、 xY 終 (一定 ) の形 を 作 れれば、

( ポイント ) S ≤ 取 ( 一定 ) の 形 ができる 。

つし Y が 従属 2変数のときは 、 い Y の 関係式 を 用 いて ( 考え方 ) 相加 。 相新平均 の 関 」 系は

ath 32 で 和 と 積 の 形 が含まれる
m

x. Y のどちらかの 文字 を 消去 できないかを 考えるとよい 。 ㉖ 積

解答
sinso

'
=zm☆ ( 従属) 2 変数関数の最大最り、はまずる変数化を 考える AB = CAC =Y とおくと 、 吐 3
～

☆ 従属 2 変数 では
～m、

隠
れた文字の 変域に 注意～
～～

する 。
S = ixysin 30= 平 xy

cω s 30^= 新}
OABC において 、 余弦定理 より 、 rww

特に ( 実数 ) o なので、 2乗 を 含む条件式 は 要注意
。

4 = x+ Y 2 。 2 xYcos30
'

= x+ y
～

ー

、 「Bxy … の
①

☆ 相加 。 相乗平均 の 関係 の使える場面 にこを積xy の 形にしたいい

ここで 、 ピ 3
o
. 7 でより 、相加 。相乗平均 の 関係 から

、

{がの議:
和 の最値積

の最大
へ

x'tY ～2y 2 . 2xy ( 望 x 70 . Y 701
um

よって 、x選 BxYミ一「Bxy

特に分数関数の最大最りは 数日 の

「

微分 」
を 使わないと

① より
、
4 ミ ( 2 -β ) xy

グラフが描けないため
、積が一定になるような 2数 の 和 の 形 を 作る

。
*

^

; OCY ≤ 4 ( 2 +「3 )

d S = 4Y 円 。 4(2+β )

,
S ミ 2 +√B

等号成立条 1牛はピー Yよりつにはである 。

したがっ
Sは 、に Y のとき 、最大値 2字をとる 。


